
１．適用工種

河川護岸工事の水替工

施工概要

工事延長 L＝１３０m

多自然型護岸工（プレキャスト法枠）１，９１０m２

根固工（木工沈床）２４４m２

２．従来工法の問題点と工夫・改
善点

設計

� 図―１の水替え計算による。

φ６インチ×１台

φ８インチ×２台

� 仮締め切り土堤の土砂は現地採取による。

� 水替えは作業時排水とする。

土堤による水中締切の場合の時間当たり透水量は、

次式により算出する。

q１ ＝N１・h２・L／（２・L１）

q１ ：時間当たり透水量 �／h

L１ ：平均透水量 １７．７m

h ：水位差 ２．７５m

L ：締切延長 ２１３．９m

（仮設図）

N１ ：透水常数 ３．６m／h

透水常数表

＝ ３．６×２．７５２×２１４
２×１７．７

＝ １６４．５�／h

現況

� 護岸上流接続側に木工沈床（断面１．４m２中詰石

φ３００内外）と間詰石（断面０．６m２φ１００内外）があ

った。

� 現地採取の土砂は玉石混じりの砂礫であった。

実施

� 発電機 ４５kvA×２

水中ポンプ φ８インチ×１４台

� 現地採取の土砂は中洲より採取の玉石混じりの砂礫。

６６３３

水替工の積算について
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図―１ 推定透水量算出
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� 常時排水。

� 締切内の排水容量は平水位より計算して２，６８０

m３であった。

結果

１６日間水替作業を行ったが水は替わらず、現在水

中ポンプを停止し、矢板打設締切の設計変更を協議

中。水替え作業期間中、軽油燃料は６，９８３Lを消費

した。この点について、現在問題にされている二酸

化炭素排出削減の観点からも課題あると思う。

検討

� 設計の水替え計算（図―１）によると仮締切り

盛土は砂（透水常数３．６m/h）であったが、実施

は粗砂（透水常数５９m/h）以上でみるのが妥当で

なかったのではないかと思う（図―２）。

土堤による水中締切の場合の時間当たり透水量は、

次式により算出する。

q１ ＝N１・h２・L／（２・L１）

q１ ：時間当たり透水量 �／h

L１ ：平均透水量 １４．４m

h ：水位差 ３．０３m

L ：締切延長 ２１３．９m

（仮設図より）

N１ ：透水常数 ５９m／h

＝ ５９×３．０３２×２１４
２×１４．４

＝ ４．０２５�／h

� 護岸上流接続側の木工沈床・間詰石の水替え計

算は礫（透水常数１，４００m/h）をみるのが妥当で

あると思う（図―３）。

土堤による水中締切の場合の時間当たり透水量は、

次式により算出する。

q１ ＝N１・h２・L／（２・L１）

q１ ：時間当たり透水量 �／h

L１ ：平均透水量 １５．２m

h ：水位差 １．４２m

L ：締切延長 １０．０m

（仮設図）

N１ ：透水常数 １，４００m／h

＝ １４００×１．４２２×１０
２×１５．２

＝ ９２９�／h

� これはいつも計算されていないが高水敷護岸側

からの浸透水は加算されていない。この計算につ

いて、現場の地形・地質により計算されにくいの

が現状である。私の経験であるが１級河川護岸工

事において、浸透水が減少した後も施工延長１５０

mあたり φ８インチ、１台～３台（常時排水）

を使用してきた。下面からの浸透水については無

視されて良いものと考えられる。

� 作業時排水・常時排水の適用であるが、日々の

状況により適切ではないが透水量が約４，０００m３／

h以上と計算され φ８インチ×１５台と計算される。

（土木工事標準積算書）

水替え容積約２，７００m３と計算され φ８インチ×

１０台分が加算される。（作業時排水）

大多数の工事において作業時排水で良いとされ

ているが、ポンプ停止を行えば工作物は、水没さ

れる。

したがって作業開始前までの水替えに要する時

間、及び品質管理の点からも常時排水しているの

が現状でないだろうか。

護岸上流接続側に木工沈床と間詰石があったが、

図―３ 推定透水量算出

図―２ 推定透水量算出
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設計時点で照査すべきであったと思う。

他の工事においても、水替え費用は当初の予定

より多いらしい。

以前（２年前）、同様の工事で１，０００mにわた

って締切矢板の打設を行った時には φ１０インチ×

４台・φ８インチ×５台を５ヶ月間使用し軽油

６９，０００Lを使用した記録がある。この時は、構造

物完成時（締切矢板撤去前）に湧水量を測定する

と指示され、２度測定を行い、少ない方の湧水量

が採用され実行費用の半額程度しかならなかった

経験がある。水替え積算において協議、実績を考

慮し積上計算をもっと採用されたほうが現実的だ

と思われる。

－４０７－


